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東京電力福島第一原子力発電所事故後、福島県の原発近傍では淡水魚の 137Cs汚染が継

続している。河川・湖沼など異なった淡水生態系における 137Csの動態を理解すること

は、淡水魚の 137Cs濃度の将来予測のために不可欠である。本研究では、炭素・窒素安定

同位体比分析を用いて、福島県内の複数の河川と湖沼において魚の 137Cs 取り込みに寄与

の大きい餌資源、また食物網の栄養段階を通した魚の 137Cs濃度の変化を明らかにするこ

とを目的とした[1]。 

窒素同位体比(δ15N)分析の結果、河川の魚では栄養段階に対して 137Cs濃度の増加は見

られなかったが、湖沼では高次栄養段階の魚ほど 137Cs濃度が高くなる生物濃縮の傾向が

見られた（図 1）。また、炭素同位体比(δ13C)の値を用いて、河川においては付着藻類と

リター、湖沼においてはプランクトンと底生動物の魚への餌資源としての寄与率を計算し

た。餌資源の寄与率と 137Cs濃度の関係を調べたところ、河川では真野川・太田川ともに

餌資源を付着藻類に依存する魚ほどリターに依存する魚より 137Cs 濃度が高かった。はや

ま湖においては、餌資源をプランクトンに依存する魚ほど、底生動物に依存する魚より
137Cs濃度が高かった（図 2）。ただし、魚の汚染に重要な餌資源は、各水域の汚染状況と

餌資源の 137Cs濃度、餌資源に含まれる 137Csの生物利用性（生物組織への取り込まれやす

さ）によって異なると考えられた。これらの結果から、安定同位体比分析により流域にお

ける 137Csの食物網を通した魚への 137Cs取り込みを解明し、流域ごとに異なる餌資源の汚

染と各魚種の餌資源寄与率を考慮することは、より精緻な 137Cs濃度の将来予測を行う上

で有用であると考えられる。 
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図１ 淡水魚の栄養段階と 137Cs 濃度 図２  淡水魚の餌資源寄与率と 137Cs 濃度 


